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ぼたん  歳子  晶子  きよ乃  詠子（座員）
加賀市指定無形民俗文化財である民謡「山中節」

の伝承者として、日々稽古に励み技術向上に努めている。毎週末に山中座で開催
される「山中節四季の舞」では艶やかな唄や踊りを披露。伝統芸能の継承を行うと
ともに、山中温泉の文化や魅力を発信している。

山中温泉芸妓連

作・構成 出演

山形県在住  舞踏家  民俗学者  舞踊団「巫座」主宰。東北芸術
工科大学教授などを歴任後、作家活動に入る。日本古来の身体

技法を現代芸術に昇華した数多くの舞台作品で、現代日本の最高の舞踏スタイ
ルを確立したとして、フランス、ドイツなどに招聘される。インタークロス賞など受賞
多数。主な著書に『生命と舞踏』『物語と舞踏』（れんが書房新社、2012年）など

森繁哉

日本三名湯、山中温泉。町づくりは人づくりから。私はいま、山中節の第一歩から
はじめようとしています。一緒に歩いてみませんか。

鹿野恭弘（医王寺住職）

東京在住。津軽三味線演奏から数々のレパートリーを奏でる卓越した技法の実力
派演奏者。数多くの子弟を育てる。  

演奏

澤田邦弦（澤田流三味線師範）

［司会進行］ 西脇清美
［舞台美術・空間美術］中野聡子　
［舞台製作］古賀学　
［舞台進行マネージャー］ 三上孝文　
［照明・音響］  株式会社コムレイド、山中温泉旅館協同組合　
［資料提供］  （一社）山中温泉観光協会　
［舞台監督］池田はじめ

撮影：松村倭男

阿部利勝：山形県在住の農民舞踏家として、生活に根
差したダンス作品を作りつづける東北屈指のダンサー。

松村知紗：山形県在住の舞踏家、歌謡集団「呪文座」を主宰する。聲女唄の復
活などを手がけ、その功績によって中世巫女の再来と謳われる。歌手、絵画制作
など多彩な活動を展開。
佐藤あゆ子：山形県在住の舞踊家。米国の大学で世界の民族舞踊の比較研究
を行う。帰郷後は実作者のダンサーとして活躍し、数多くの舞台作品を発表する。
また地域活動、環境保護活動などを先導し、自らも芸術と起業の融合を目指す。
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